


町内小学校５年生が田植え体験に奮闘一次産業を学ぶ
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花より団子　葉桜を楽しむ
5月11日（日）午前11時、開演の花火が鳴り響き、第37回古丹別緑
ヶ丘公園桜祭りが行われた。緑ヶ丘公園は、エゾヤマザクラやソメイヨ
シノなどが立ち並ぶ道北随一の名所と言われているが、今年は２週間ほ
ど早く桜が満開となり、この日は、ほとんどが葉桜となっていた。それ
でも会場には、家族連れや職場の仲間、老人クラブ仲間など約1,000人
が集まり、焼き台コンロを囲んでジンギスカンや味噌おでん、そば、ラ
ーメン、焼き鳥など、花より団子の楽しい祭りを満喫していた。
ステージでは、苫前鱗萃会によるYOSAKOIソーラン踊りや歌手のい
ずみ恵子さんが当町をイメージした「風かおるまち」「ロマンチックロ
ード」を披露するなど歌と踊りで会場は
盛り上がりを見せていた。午後から始ま
ったカラオケ大会では、森町長や飛び入
り参加者もおり、カラオケも最高潮を迎
えた。また、出展コーナーでは、商工会
女性部や古丹別婦人会、各種商店などが
たこ焼き、ゆうゆうのぬいぐるみ、陶芸、
行者ニンニクなどを格安で販売し、お祭
りを盛り上げていた。

５月２２日（木）古丹別小学校５年生、２３日（金）苫前小学校５年生
が花井秀昭さん（岩見）の水田で田植えの体験授業を行った。これは、例
年行っている「学社融合事業」の一環で、児童らは、裸足になって元気に
田植えを体験した。この日は、例年になく寒い日となったが、初めてとは
思えないほど上手に植え付ける児童もおり、最初は寒そうな様子であった
が、次第に楽しそうな笑顔に変わっていった。張り切りすぎて泥だらけに
なり、花井さん宅のシャワーを借りる一幕も。作業を終えた児童らは、特
別にトラクターへ乗車させてもらい、田植え機による田植え体験も行った。
男子児童のひとりは「今は機械だけど、昔は全部手で植えていたので大
変だったと思う」と感想を述

べていた。普段乗ることのできないトラクターに乗車できたことが、この
日最大の収穫となったようである。授業の終わりに、女子児童のひとりは
「初めて田植えをした。大きく育ってお米ができるのが楽しみ」などの感
想を述べたほか「何種類ぐらいの機械があるのか」「農薬の種類や量は、
どのように決めるのか」などの質問もあり、講師の花井さんがわかりやす
く説明していた。花井さんからは、「水田はお米を作るだけではありませ
ん。その他の使われ方を調べてください。」と宿題も出されていた。
今後は、７月に稲の成育調査、秋には稲刈り体験、１１月頃には、お米
について調べたことや１年間体験したことなどを発表する予定である。

苫前鱗萃会によるYOSAKOIソーラン踊り

葉桜の中、祭りを楽しむ来場者2週間前には満開を迎えていた

五
月
二
十
三
日
（
金
）
役
場
大
会

議
室
に
て
町
議
会
、
農
協
、
漁
協
苫

前
支
所
、
商
工
会
、
観
光
協
会
、
町

内
会
連
合
会
な
ど
の
代
表
者
二
十
人

が
出
席
し
て
町
産
業
懇
話
会
が
行
わ

れ
た
。

協
議
内
容
は
、「
人
口
を
増
や
す

対
策
」「
町
の
食
材
を
生
か
し
た
観

光
振
興
」「
農
水
産
物
の
付
加
価
値

を
高
め
る
方
法
」「
苫
前
・
古
丹
別

市
街
地
通
り
の
賑
わ
い
対
策
」
な
ど

が
協
議
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
マ
リ

ン
ビ
ジ
ョ
ン
の
取
組
状
況
が
話
さ

れ
、「
産
業
ま
つ
り
」
を
八
月
中
旬

か
ら
下
旬
に
か
け
て
開
催
し
た
い
旨

な
ど
が
話
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
マ
リ

ン
ビ
ジ
ョ
ン
事
務
局
の
町
農
林
水
産

課
と
漁
協
が
農
協
に
開
催
可
能
時
期

に
つ
い
て
調
整
し
て
い
た
も
の
で
、

実
現
す
る
と
、
と
ま
ま
え
の
特
産
物

を
宣
伝
で
き
る
場
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

ま
た
、「
お
い
し
い
」
と
評
判
の

苫
前
産
米
を
少
量
の
パ
ッ
ク
詰
め
で

販
売
で
き
な
い
か
、
道
の
駅
「
風
Ｗ

と
ま
ま
え
」
前
で
観
光
協
会
が
主
体

と
な
り
苫
前
新

鮮
市
場
を
実
現

し
た
い
な
ど
が

協
議
さ
れ
た
。

今
後
も
活
性
化

に
向
け
た
懇
話

会
を
継
続
的
に

開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。

ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
て
検
討

苫
前
町
産
業
懇
話
会
を
開
催

田植え機に乗る児童
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北
る
も
い
漁
協
苫
前
支
所
（
年
代

喜
美
夫
所
長
）
で
は
、
五
月
の
連
休

明
け
か
ら
カ
レ
イ
の
刺
網
が
好
漁
を

迎
え
て
い
る
。
例
年
三
月
頃
か
ら
カ

レ
イ
網
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
今
年

は
ト
ド
が
多
く
刺
網
を
控
え
て
い
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
か
ら

は
、
好
漁
が
続
き
網
数
を
増
や
し
た

い
漁
業
者
が
増
え
て
い
た
が
、
人
手

が
間
に
合
わ
ず
網
数
を
増
や
せ
な
い

で
い
る
の
が
現
状
と
い
う
。

カ
レ
イ
刺
網
好
漁
の
要
因
と
し
て
、

マ
ガ
レ
イ
が
九
割
を
し
め
て
お
り
、

そ
の
他
の
雑
魚
が
ほ
と
ん
ど
か
か
っ

て
い
な
い
こ
と
だ
と
い
う
。

苫
前
支
所
で
は
「
こ
の
調
子
で
行

く
と
、
昨
年
の
水
揚
げ
を
超
え
、
一

億
円
の
大
台
に
乗
る
の
で
は
な
い
か
」

と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

カ
レ
イ
漁
が
絶
好
調

市場に次々にカレイ箱が搬入されていた

五
月
十
五
日
（
木
）
十
六
日
（
金
）

町
内
十
六
戸
の
酪
農
家
よ
り
、
百
五

十
八
頭
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
が
上
平
共

同
利
用
模
範
牧
場
に
入
牧
さ
れ
た
。

入
牧
後
は
一
週
間
ほ
ど
牛
舎
周
辺
で

慣
ら
し
放
牧
さ
れ
る
。

ま
た
、
二
十
二
日
（
木
）
に
は
、

牧
場
内
の
頂
上
付
近
で
、
一
頭
ず
つ

体
重
測
定
が
行
わ
れ
、
本
格
的
な
放

牧
が
始
ま
っ
た
。

日
本
海
を
一
望
で
き
る
約
三
百
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
草
原
と
三
十
九

基
の
風
車
群
が
そ
び
え
立
つ
牧
場
内

で
、
優
し
い
潮
風
を
受
け
な
が
ら
十

月
中
旬
の
里
帰
り
ま
で
放
牧
さ
れ
る
。

里
帰
り
す
る
頃
に
は
、
二
百
キ
ロ

以
上
も
体
重
を
増
や
す
と
い
う
。

入
牧
・
放
牧
は
じ
ま
る

次
々
に
上
平
共
同
利
用
模
範
牧
場
に
入
牧
さ
れ
る

五
月
二
十
二
日
（
木
）
町
社
会
福

祉
協
議
会
（
濱
本
哲
也
会
長
）
で
は
、

観
光
資
源
の
目
玉
で
も
あ
る
上
平
ウ

ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の
風
車
の
丘
公
園

内
に
風
車
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
用
の
大
型

看
板
を
設
置
し
た
。

看
板
設
置
は
、
風
車
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
元
祖
的
存
在
の
白
府
義
雄
さ
ん

（
上
平
）
が
看
板
費
用
を
同
協
議
会
に

寄
付
し
、
材
料
は
、
留
萌
地
区
間
伐

材
生
産
加
工
協
同
組
合
（
内
田
靖
生

代
表
）
が
無
償
提
供
し
た
。
看
板
製

作
は
協
和
建
設
（
株
）
が
行
い
、
文
字

入
れ
を
同
協
議
会
職
員
が
手
が
け
た
。

コ
ー
ス
は
、
日
本
海
に
沈
む
絶
景

の
夕
陽
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
時
計

回
り
の
四
・
八
キ
ロ
。
所
要
時
間
は
、

お
お
よ
そ
一
時
間
。
風
車
群
を
縫
う

よ
う
に
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り

歩
き
、
所
々
で
日
本
海
に
浮
か
ぶ
天

売
島
、
焼
尻
島
、
時
に
は
利
尻
島
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

白
府
さ
ん
は
「
歩
き
な
が
ら
癒
し

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
最
高
の
コ

ー
ス
。
是
非
、
一
度
歩
い
て
ほ
し
い
」

と
満
足
げ

に
話
し
て

い
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

健
康
の
源

大型看板の前で、
風車ウォーキング
コースをＰＲする
白府さん

当
町
出
身
の
海か

い

手て

毬ま
り

さ
ん
（
札
幌

在
住
）
が
こ
の
ほ
ど
「
て
ん
て
ま
り
」

第
二
号
を
自
費
出
版
し
、
町
へ
二
百

四
十
冊
寄
贈
し
て
く
れ
た
。

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
、
主
な
登

場
人
物
は
、
オ
ジ
ジ
や
オ
バ
バ
、
ス

ミ
お
ば
ち
ゃ
ん
の
ほ
か
、
て
ま
り
の

お
友
達
と
し
て
、
現
在
も
当
町
に
住

ん
で
い
る
同
級
生
な
ど
が
実
名
で
登

場
し
て
お
り
、
当
時
の
街
並
み
や
遊

び
、
人
情
な
ど
が
素
直
に
描
か
れ
て

い
る
作
品
で
あ
る
。

こ
の
「
て
ん
て
ま
り
」
第
二
号

（
Ａ
五
版
）
を
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ

っ
と
、
町
郷
土
資
料
館
、
町
公
民
館

で
販
売
し
て
い
る
。
一
冊
千
円
（
税

込
） 苫

前
の
昔
々
の
実
話
集

「
て
ん
て
ま
り
」
を
寄
贈

当
町
出
身
の
作
家
海
手
毬
さ
ん

五
月
七
日
（
水
）
苫
前
商
業
高
等

学
校
（
金
濱
茂
校
長
）
で
、
職
業
理

解
を
高
め
て
、
将
来
の
進
路
を
考
え

る
た
め
の
選
択
肢
を
増
や
し
、
将
来

へ
の
目
標
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
「
職
業
を
知
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

を
初
め
て
試
み
た
。

職
業
分
野
は
、
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ

タ
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
介
護

福
祉
、
保
育
士
、
医
療
事
務
、
自
動

車
整
備
士
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
調
理
師
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ

イ
ナ
ー
な
ど
十
二
分
野
を
設
け
、
全

学
年
の
生
徒
が
興
味
の
あ
る
分
野
ふ

た
つ
を
選
択
し
、
各
四
十
分
づ
つ
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
受
け
た
。
理
美
容
分
野

で
は
、「
あ
こ
が
れ
だ
け
で
は
無
理
。

目
標
を
持
つ
こ
と
。
社
員
と
し
て
会

社
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
の
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
」
と
話
し
て
い
た
。

苫
前
商
業
高
校

専
門
学
校
の
講
師
を
招
き

職
業
意
識
を
高
め
る

左が「てんてまり」第二号集、右は一号集

働くことについて、基本的な考え方を学ぶ生徒
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北留萌消防組合苫前消防団
～春の総合演習～

5月25日（日）午前10時から、平成20年度の苫前町消防団（小
倉哲志団長）の春の総合演習が町公民館駐車場で執り行われた。
式には約30人の来賓が参列し、苫前、古丹別、力昼の各分団員
57人が総合演習を行った。
瀬川副団長の開式宣言から始まり、服装点検、閲団、機械器具
点検に引き続き、訓練礼式が行われ、古丹別分団の石川団員、成
田団員、大川団員によるポンプ操法が行われた。時折小雨が降る
中、号令とともに歯切れの良い団員の動きは、日頃の訓練の成果
を十分に発揮していた。
その後、萌州建設株式会社苫前支店の二階職員休憩室出火を想
定し、模擬火災訓練が行われた。市街地には消防車と救急車のサ
イレンの音が鳴り響き、模擬火災現場に緊張が走った。
訓練終了後のあいさつで、森町長は「日頃の成果が発揮され、
機敏ですばらしい訓練であった。住民の尊い生命や貴重な財産を
火災から守るため、今後も努力してほしい」と述べた。町民の皆
様も協力して、火災・災害のないまちづくりに努めましょう。

機敏な動きと本番さながらの
模擬火災訓練を行った各地区
の消防団員

五
月
一
日
（
木
）
古
丹
別
保
育
所

（
川
森
の
り
子
所
長
）
で
、
青
空
交
通

安
全
教
室
が
行
わ
れ
、
園
児
四
十
六

人
が
横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
学
ん
だ
。

川
森
所
長
が
「
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
横
断
歩
道
の
渡
り
方
を

勉
強
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

鈴
木
古
丹
別
駐
在
所
所
長
の
「
信

号
機
の
青
、
黄
、
赤
の
時
ど
う
し
ま

す
か
？
」
の
問
い
に
、
園
児
は
大
き

な
声
で
「
青
は
進
め
、
黄
色
は
注
意

し
て
止
ま
れ
、
赤
は
止
ま
れ
」
と
応

え
て
い
た
。
こ
の
後
、
特
設
の
信
号

機
四
台
が
設
置
さ
れ
た
園
庭
で
、
年

長
組
か
ら
順
番
に
横
断
す
る
練
習
を

学
ん
で
い
た
。

青
空
交
通
安
全
教
室

横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
学
ん
だ
園
児
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町民の皆様のご理解とご協力を頂いたチャレンジデー２００８も
無事終了しました。ご協力ありがとうございました。
チャレンジデーは、毎年５月の最終水曜日の午前０時から午後９
時までの間に１５分間以上の運動を行った人の参加率を競い合う全
住民参加型スポーツイベントです。今年で６年目となり、これまで
の成績は、１勝４敗。
今年は、苫前町が参加率７４．６％（参加者数２，９１１人）今
年の対戦相手の宮崎県諸塚村が７０．４％（参加者数１，５１８人）
となり、これで２度目の勝利を収めることができました。
スペシャルチャレンジの風車の町対決である岩手県葛巻町とは５
回目の対決となり、参加率７３．１％（参加者数５，８４７人）で、
接戦のすえ勝利。対戦成績を３勝２敗としました。
また、この日は「クリーンアップ日本海」を行い、力昼海岸から
豊浦海岸まで、各町内会や各種団体、企業等から約１５０人が参加
して、海岸線約１７㎞の清掃に汗を流しました。このボランティア
清掃も１５分間以上の運動を行ったことになり、参加率を上げる一
要因となりました。これをきっかけに、意識して毎日１５分間は、
体を動かしましょう。健康第一！！　

チャレンジデー2008 ＆ クリーンアップ日本海
ラ
ジ
オ
体
操
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
苫
前
地
区
）

海
岸
清
掃
に
汗
を
流
す

（
力
昼
海
岸
）

次
回
大
会
に
向
け
練
習
に
励
ん
で
い
る

黒
田
侑
里
さ
ん
（
古
小
二
年
生
）

ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
な
ど
を
学
ぶ

両
チ
ー
ム
の
少
年
団
員

長
縄
跳
び
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
苫
前
中
学
校
）

五
月
十
七
日
（
土
）
小
樽
市
総
合

体
育
館
で
行
わ
れ
た
北
海
道
ホ
ー
プ

ス
卓
球
大
会
に
苫
前
卓
球
連
盟
が
出

場
し
た
。

団
体
戦
で
は
、
二
回
戦
で
新
篠
津

卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
敗
戦
し
た

も
の
の
、
バ
ン
ビ
の
部
（
小
学
一
、

二
年
生
）
に
出
場
し
た
、
黒
田
さ
ん

（
古
小
二
年
）
は
、
一
回
戦
、
二
回

戦
と
も
三
―
〇
で
勝
ち
進
み
、
三
回

戦
に
進
出
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た

が
惜
敗
し
た
。

黒
田
さ
ん
は
、
ベ
ス
ト
八
に
入
り

全
国
出
場
権
を
得
た
も
の
の
、「
こ

の
実
力
の
ま
ま
で
全
国
大
会
に
出
場

し
た
く
な
い
」
と
こ
の
全
国
大
会
出

場
を
見
送
っ
た
。

伊
藤
優
監
督
は
「
本
人
が
も
っ
と

実
力
を
つ
け
て
か
ら
と
意
気
込
ん
で

い
る
。
今
後
が
楽
し
み
な
選
手
」
と

エ
ー
ル
を
送
る
。

苫
前
卓
球
連
盟

「
ほ
く
で
ん
カ
ッ
プ
第
二
十
回

北
海
道
ホ
ー
プ
ス
大
会
」に
出
場

黒
田
侑
里
さ
ん

（
古
丹
別
小
学
校
二
年
）
が
大
活
躍

五
月
二
十
五
日
（
日
）
町
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
選
手
、
父
母
ら
約

三
百
人
が
集
ま
り
、
剣
道
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。

選
手
は
、百
二
十
二
人
が
出
場
し
、

小
学
校
二
年
生
以
下
の
部
、
三
、
四

年
生
の
部
、
五
、
六
年
生
の
部
、
中

学
生
の
部
に
分
か
れ
、
個
人
戦
を
行

っ
た
。

苫
前
剣
道
連
盟（
三
上
敏
行
会
長
）

か
ら
、
五
、
六
年
生
の
部
に
出
場
し

た
、
小
澤
悠
哉
く
ん
（
古
丹
別
小
学

校
六
年
生
）
が
三
位
に
入
賞
を
果
た

し
た
。

東
西
対
抗
戦（
苫
前
以
北
を
西
軍
、

小
平
以
南
を
東
軍
）
で
は
、
西
軍
が

勝
ち
、
こ
れ
ま
で
の
成
績
を
十
九
勝

十
五
敗
八
分
け
と
し
て
い
る
。

個
人
戦
、
東
西
対
抗
戦
と
も
に
会

場
内
は
、
技
が
決
ま
る
た
び
に
一
喜

一
憂
し
て
い
た
。

第
四
十
五
回
留
萌
管
内

少
年
東
西
対
抗
剣
道
大
会

第
三
十
五
回
留
萌
管
内

少
年
少
女
個
人
選
手
権
大
会

熱戦が繰り広げられた剣道大会

五
月
十
七
日
（
土
）
町
軟
式
野
球

連
盟
（
内
田
靖
生
会
長
）
が
、
苫
前

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
古
丹
別
サ
ン
ダ
ー

ス
の
野
球
少
年
団
員
を
対
象
に
「
ミ

ニ
野
球
教
室
」
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
九
時
か
ら
両
チ
ー
ム
の

練
習
試
合
を
行
い
、
そ
の
試
合
内
容

の
反
省
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
実
践
を

交
え
て
指
導
を
行
っ
た
。

講
師
は
、
同
連
盟
の
審
判
員
有
資

格
者
が
行
い「
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
」

や
「
ピ
ッ
チ
ャ
ー
ボ
ー
ク
」「
ベ
ー

ス
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
な
ど
に
つ
い
て
指

導
し
て
い
た
。

六
月
、
七
月
に
な
る
と
毎
週
土
・

日
に
数
多
く
の
試
合
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
父
母
ら
は
、
毎
週
参
観
日
の

よ
う
に
我
が
子
に
つ
い
て
走
り
周

り
、
声
を
か
ら
し
な
が
ら
応
援
す
る

日
々
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

町
軟
式
野
球
連
盟
が

ミ
ニ
野
球
教
室
を
開
催

町
軟
式
野
球
連
盟
が

ミ
ニ
野
球
教
室
を
開
催
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五
月
二
十
四
日
（
土
）
午
前
十
時

か
ら
苫
前
地
区
・
古
丹
別
地
区
一
斉

に
「
フ
ラ
ワ
ー
ス
マ
イ
ル
事
業
」
が

行
わ
れ
た
。

主
催
は
、
苫
前
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
動
推
進
協
議
会（
工
藤
博
朋
会
長
）

で
、
両
地
区
合
わ
せ
る
と
百
八
十
人

も
の
親
子
や
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど

が
、
異
世
代
交
流
を
通
し
な
が
ら
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
た
。

苫
前
地
区
で
は
、
町
郷
土
資
料
館

前
に
六
十
五
人
が
集
ま
り
、
工
藤
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
フ
ラ
ワ
ー

マ
ス
タ
ー
か
ら
花
の
移
植
方
法
を
学

び
、
さ
っ
そ
く
資
料
館
前
の
プ
ラ
ン

タ
ー
や
苫
前
小
学
校
前
の
「
古
代
ロ

マ
ン
ロ
ー
ド
」
の
雑
草
取
り
作
業
を

行
い
、
そ
の
後
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

や
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア

な
ど
の
花
植
え
作
業
に
汗
を
流
し

た
。ま

た
、
古
丹
別
地
区
で
も
、
百
十

五
人
が
集
ま
り
、
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
動
推
進
協
議
会
堀
治
副
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
町
商
工
会
女
性
部

員
が
移
植
作
業
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
後
、
公
民
館
の
周

辺
や
西
二
条
線
通
り
に
ベ
ゴ
ニ
ア
や

ペ
チ
ュ
ニ
ア
な
ど
を
丁
寧
に
植
え
て

い
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
楽
し

く
、
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
花
を
植
え

る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
、
何
よ
り

も
環
境
美
化
運
動
に
な
っ
て
い
た
。

五
月
二
十
二
日
（
木
）
苫
前
中
学

校
（
高
清
水
照
二
校
長
）
の
生
徒
会

長
小
林
竜
馬
く
ん
（
三
年
）
と
副
会

長
の
檜
谷
紗
耶
香
さ
ん
（
三
年
）
が

町
長
室
を
訪
れ
、「
大
切
に
使
っ
て

下
さ
い
」
と
森
町
長
に
募
金
を
手
渡

し
た
。

森
町
長
は
「
今
年
は
、
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

生
徒
会
の
皆
さ
ん
が
、
心
を
こ
め
て

募
金
し
て
頂
き
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
森
林
保
護
な
ど
の

気
持
ち
を
大
切
に
し
て
活
用
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
感
謝
の
こ
と
ば
を

述
べ
た
。

こ
の
後
、
小
林
く
ん
と
檜
谷
さ
ん

は
、
森
町
長
と
北
海
道
の
自
然
や
苫

前
中
学
校
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
歓

談
し
て
い
た
。

苫
前
中
学
校
生
徒
会

緑
の
羽
根
募
金
を
持
参

森
町
長
に
募
金
箱
を
手
渡
す

小
林
会
長
（
右
）
檜
谷
副
会
長
（
左
）

感謝申しあげます　地域社会貢献事業

（有）エンジニヤ商会

4月26日（土）エンジ
ニヤ商会（本間正城代表）
が地域社会貢献事業の一
環として、古丹別中学校
「ブルペンマウンド整備
（1塁側、3塁側）」を行い
ました。

ブルペン整備に汗を流す
本間社長（左）と父母会員

（株）東北建設

5月7日、8日（株）東
北建設（菊池浩代表）の
職員8人が町野球場の芝整
備やラインポールの塗装
などを行いました。

外野の芝整備に汗を流す
職員の皆さん

苫前建設協会

5月24日（土）苫前建
設協会がとままえ温泉ふ
わっと入り口に、マリー
ゴールドやペチュニア、
ベゴニアなどをプランタ
ーに植えて、美化活動を
行いました。

ふわっと前駐車禁止エリアに
並べられた花壇

橋場産業（株）橋緑会

5月30日（金）橋場産業
（株）橋緑会（東谷敏夫会長）
が国道232号の三豊地区と
古丹別川水辺の楽校にエゾ
ヤマ桜各20本を植樹しまし
た。また、5月17日、18日
には、苫前商業高校のグラ
ンド整備を行いました。

午前８時から移植作業に
汗を流した職員の皆さん


